	17  センテンスマッチング

	項目:
	文法（主述の一致）

	時間:
	15分以上

	材料:
	· カード


	流れ:
	１．２色のカードを用意する。（もしくは、別の印を付ける）１つは、主部であり、もう１つは、述部とする。それぞれのカードに、英文の主部と述部を分けて書かせる。最後に、カードを混ぜる。

Ex. Blue card (subject): My friends and I
Green card (verb): play baseball after school.
[bookmark: _GoBack]or
Blue card (subject): Running a marathon
Green card (verb): is difficult but rewarding.

２．それらのカードを、１人に１枚ずつ配る。そして英語を暗記させる。

３．生徒が暗記できたら、自分のカードを暗唱しながら、教室内を歩かせる。自分の主部や述部に一致する英語を暗唱する相手を見つけたら、ペアになれる。ゲームの最後に発表させる。


	その他の方法:
	クラスのレベルに合わせて、英文の難易度を調整するとよい。

	留意点:
	ゲームの後で、英文を板書しておくと、生徒の理解を促すことができる。



参考：Game idea from Betty Azar’s Expansion Activities (www.azargrammar.com)

